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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グすることと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするこ
とと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いて少なくとも１つのレガシーＵＥを
構成することと、
　前記レガシーＵＥが前記第２の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られた複数のＲ
Ｅの数に対して測定を実行できるように、前記第２の数に基づいてミューティング（muti
ng）パターンを用いて前記少なくとも１つのレガシーＵＥを構成することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートと前記第２の数の仮想アンテナポートとの間のマッ
ピングについての情報をシグナリングすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれらの組み合わせに
おいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いて前記少なくとも１つの高度ＵＥを構成
することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、高度ユーザ機器（ＵＥ）において受信することと、ＣＳ
Ｉ－ＲＳポートの前記第１の数は基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記複
数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分的に
基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数
は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前
記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ＵＥにおいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一部分にマッピン
グされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項８】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推定および／または干渉測定を実行す
ること、をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記チャネル推定および／または前記干渉測定に少なくとも部分的に基づいてチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を評価することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＣＳＩは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれら
の組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グする手段と、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　仮想アンテナポートの第２の数を前記少なくとも１つの高度ＵＥにシグナリングする手
段と、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信する手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
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　高度ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
リソース要素（ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信する手段と、ＣＳ
Ｉ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記
複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分
的に基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信する手段と、前記第２の数
は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前
記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ＵＥにおいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一部分にマッピン
グされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信する手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであ
って、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グするためのプログラムコードと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理
アンテナポートの数よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳ
ポートの前記第１の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に一致するミューティング（muting）パターンを用
いて少なくとも１つのレガシーＵＥを構成するためのプログラムコードと、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするた
めのプログラムコードと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等し
く、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングさ
れる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信するためのプログラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであ
って、
　高度ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
リソース要素（ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信するためのプログ
ラムコードと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の
数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信するためのプログラムコー
ドと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ユーザ機器（ＵＥ）において、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一
部分にマッピングされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信するためのプロ
グラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリング
することと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数よ
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りも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするこ
とと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信することと
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いて少なくとも１つのレガシーＵＥを
構成することと、
　前記レガシーＵＥが前記第２の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られた複数のＲ
Ｅの数に対して測定を実行できるように、前記第２の数に少なくとも部分的に基づいてミ
ューティング（muting）パターンを用いて前記少なくとも１つのレガシーＵＥを構成する
ことと、
　を行うようにさらに構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数
の仮想アンテナポートとの間のマッピングについての情報をシグナリングするようにさら
に構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、
７、８、またはこれらの組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いて
前記少なくとも１つの高度ＵＥを構成するようにさらに構成された、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２２】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信することと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、
基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、
ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アン
テナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを受信することと
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のために構成された高度ユーザ機器（ＵＥ）
。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル
推定および／または干渉測定を実行するようにさらに構成された、請求項２２に記載の高
度ユーザ機器。



(5) JP 5852250 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

【請求項２４】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、請求項２３に記載の高度ユーザ機器。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定および／または前記干渉測定に
少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を評価するようにさらに構成さ
れた、請求項２３に記載の高度ユーザ機器。
【請求項２６】
　前記ＣＳＩは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれら
の組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、
請求項２５に記載の高度ユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その開示全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１１年１０
月３日に出願された「INCREASING CHANNEL STATE INFORMATION-REFERENCE SIGNAL OVERHE
AD THROUGH ANTENNA PORTS AUGMENTATION」と題する米国仮特許出願第６１／５４２，７
６６号の米国特許法第１１９条（ｅ）項に基づく利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、アンテナポー
ト増強（augmentation）によってチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel st
ate information-reference signal）オーバーヘッドを増加させることに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロ
ジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニ
バーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telec
ommunications System）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を
改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポー
トし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリン
ク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使
用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統
合するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する
需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、こ
れらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能
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であるべきである。
【０００５】
　[0005]ここでは、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、本開示の追加の特徴お
よび利点について説明する。本開示は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を変
更または設計するための基礎として容易に利用され得ることを、当業者は諒解されたい。
また、そのような等価な構成は、添付の特許請求の範囲に記載の本開示の教示から逸脱し
ないことを、当業者は了解されたい。さらなる目的および利点とともに、本開示の編成と
動作の方法の両方に関して、本開示を特徴づけると考えられる新規の特徴は、添付の図に
関連して以下の説明を検討するとより良く理解されよう。ただし、図の各々は、例示およ
び説明のみの目的で与えたものであり、本開示の限界を定めるものではないことを明確に
理解されたい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示の一態様によれば、ワイヤレス通信の方法が提示される。本方法は、リソ
ース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートの第１の
数をシグナリングすることを含む。本方法はまた、仮想アンテナポートの第２の数をシグ
ナリングすることを含み、第２の数は第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい。本方
法は、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信することを含み、ＣＳＩ－ＲＳはＲ
Ｅの少なくとも一部分にマッピングされる。
【０００７】
　[0007]別の態様によれば、ワイヤレス通信の方法が提示される。本方法は、ＲＥに対応
するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信することを含む。本方法はまた含む。本方法は
また、仮想アンテナポートの第２の数を受信することを含み、第２の数は第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい。本方法は、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信
することを含み、ＣＳＩ－ＲＳはＲＥの少なくとも一部分にマッピングする。
【０００８】
　[0008]また別の態様によれば、ワイヤレス通信のための装置が提示される。本装置は、
ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数をシグナリングする手段を含む。本装置は
また、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングする手段を含み、第２の数は第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい。本装置は、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－Ｒ
Ｓを送信する手段をさらに含み、ＣＳＩ－ＲＳがＲＥの少なくとも一部分にマッピングさ
れる。
【０００９】
　[0009]さらにまた別の態様によれば、ワイヤレス通信のための装置が提示される。本装
置は、ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信する手段を含む。本装置はま
た、仮想アンテナポートの第２の数を受信する手段を含み、第２の数は第１の数よりも小
さいかまたはそれに等しい。本装置は、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信す
る手段をさらに含み、ＣＳＩ－ＲＳはＲＥの少なくとも一部分にマッピングする受信する
。
【００１０】
　[0010]別の態様によれば、ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコ
ンピュータプログラム製品が提示される。本コンピュータプログラム製品は、非一時的プ
ログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を含む。プログラムコードは、
ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数をシグナリングするためのプログラムコー
ドを含む。プログラムコードはまた、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングする
ためのプログラムコードを含み、第２の数は第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい
。プログラムコードは、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信するためのプログ
ラムコードをさらに含み、ＣＳＩ－ＲＳがＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる。
【００１１】
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　[0011]また別の態様によれば、ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のため
のコンピュータプログラム製品が提示される。本コンピュータプログラム製品は、非一時
的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を含む。プログラムコード
は、リソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポート
の第１の数を受信するためのプログラムコードを含む。プログラムコードはまた、仮想ア
ンテナポートの第２の数を受信するためのプログラムコードを含み、第２の数は第１の数
よりも小さいかまたはそれに等しい。プログラムコードは、各仮想アンテナポート上でＣ
ＳＩ－ＲＳを受信するためのプログラムコードをさらに含み、ＣＳＩ－ＲＳはＲＥの少な
くとも一部分にマッピングする。
【００１２】
　[0012]さらにまた別の態様によれば、ワイヤレス通信のための装置が提示される。本装
置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。（１つまた
は複数の）プロセッサは、リソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（
ＣＳＩ－ＲＳ）ポートの第１の数をシグナリングするように構成される。（１つまたは複
数の）プロセッサはまた、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするように構成
され、第２の数は第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい。（１つまたは複数の）プ
ロセッサは、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信するようにさらに構成され、
ＣＳＩ－ＲＳがＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる。
【００１３】
　[0013]別の態様によれば、ワイヤレス通信のための装置が提示される。本装置は、メモ
リと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。（１つまたは複数の）
プロセッサは、リソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）ポートの第１の数を受信するように構成される。（１つまたは複数の）プロセッサは
また、仮想アンテナポートの第２の数を受信するように構成され、第２の数は第１の数よ
りも小さいかまたはそれに等しい。（１つまたは複数の）プロセッサは、各仮想アンテナ
ポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信するようにさらに構成され、ＣＳＩ－ＲＳはＲＥの少なく
とも一部分にマッピングする。
【００１４】
　[0014]以下で、本開示の追加の特徴および利点について説明する。本開示は、本開示の
同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用さ
れ得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのような等価な構成は、添付の特許請求
の範囲に記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当業者は了解されたい。さらなる目
的および利点とともに、本開示の編成と動作の方法の両方に関して、本開示を特徴づける
と考えられる新規の特徴は、添付の図に関連して以下の説明を検討するとより良く理解さ
れよう。ただし、図の各々は、例示および説明のみの目的で与えたものであり、本開示の
限界を定めるものではないことを明確に理解されたい。
【００１５】
　[0015]本開示の特徴、特性、および利点は、全体を通じて同様の参照符号が同様のもの
を指す図面とともに、以下に記載する発明を実施するための形態を読めばより明らかにな
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】従来のＬＴＥシステムにおけるＣＳＩ－ＲＳ割振りの例を示すブロック図。
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【図８Ａ】アンテナポート増強によってＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドを増加させるための
方法を示すブロック図。
【図８Ｂ】アンテナポート増強によってＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドを増加させるための
方法を示すブロック図。
【図９】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す概
念データフロー図。
【図１０】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素を示すブロック図。
【図１１】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0027]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１８】
　[0028]様々な装置および方法に関して電気通信システムの態様を提示する。これらの装
置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明し、（「要素」と
総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アル
ゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュ
ータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要
素をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例お
よび全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１９】
　[0029]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって
説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理シ
ステム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、
ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語
などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコ
ード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフ
トウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジ
ェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈さ
れたい。
【００２０】
　[0030]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
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コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２１】
　[0031]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Ser
ver）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネッ
トワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インタ
ーフェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供する
が、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回
線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２２】
　[0032]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６と他のｅノードＢ１０
８とを含む。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅノードＢ１０６は、バックホール（たとえば
、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅノードＢ１０８に接続され得る。ｅノードＢ１
０６は、基地局、送受信基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基
本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：exten
ded service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅノードＢ
１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例に
は、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session in
itiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球
測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ
（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイ
スがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入
者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレス通
信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイ
ヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント
、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２３】
　[0033]ｅノードＢ１０６は、たとえば、Ｓ１インターフェースを介して、ＥＰＣ１１０
に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Manag
ement Entity）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケ
ットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む
。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノー
ドである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパ
ケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１
６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩ
Ｐアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰ
サービス１２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イン
トラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）
と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２４】
　[0034]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
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０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノード
Ｂ２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得
る。より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote
 radio head）、フェムトセル（たとえば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮｏｄｅＢ：home eN
odeB））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅノードＢ２０４は各々、
それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１
０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの
例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅノ
ードＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキ
ュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機
能を担当する。
【００２５】
　[0035]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division du
plexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがダウンリンク上で使用され、ＳＣ－
ＦＤＭＡがアップリンク上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解す
るように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これ
らの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され
得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－Ｄ
Ｏ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultr
a Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規
格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd 
Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であ
り、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する。こ
れらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡな
どのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Un
iversal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに
、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモ
バイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、
ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌ
ａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧ
ＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格およ
び多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存する
ことになる。
【００２６】
　[0036]ｅノードＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。
ＭＩＭＯ技術の使用により、ｅノードＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空
間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され
得る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信さ
れるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得
る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および
位相のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通して空
間的にプリコーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的
にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つま
たは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々
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がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能
になる。アップリンク上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータス
トリームを送信し、これにより、ｅノードＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた
各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２７】
　[0037]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２８】
　[0038]以下の詳細な説明では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシス
テムを参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、
ＯＦＤＭシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散
技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域
では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイク
リックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピ
ーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ
－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２９】
　[0039]図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表す
ためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、
周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマ
ルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、ま
たは８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リ
ソースブロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリ
ソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはダウン
リンク基準信号（ＤＬ－ＲＳ：downlink reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、
ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロック
が多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３０】
　[0040]図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクシ
ョンとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成
され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情
報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に
含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。アップリンクフレーム構造は、データ
セクション中の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし
得る連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３１】
　[0041]ＵＥには、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソー
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スブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅノードＢにデータを送
信するために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てら
れ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送
信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみ
またはデータと制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方
のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得る。
【００３２】
　[0042]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でアップリンク同期を達成するためにリソー
スブロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し
、いかなるアップリンクデータ／シグナリングをも搬送することができない。各ランダム
アクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する
。開始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピング
はＰＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数
の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単
一のＰＲＡＣＨ試みだけを行うことができる。
【００３３】
　[0043]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プ
ロトコルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤととも
に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ノードＢとの間のリンクを担当する。
【００３４】
　[0044]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅノードＢにおい
て終端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイ
ヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３５】
　[0045]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ｅノードＢ間のＵＥに対するハンドオーバサポートとを行う。ＲＬＣサブレイ
ヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失デー
タパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repea
t request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う
。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセル内で、複数のＵＥの間に様々な無線リソー
ス（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０
はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３６】
　[0046]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキテクチ



(13) JP 5852250 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を
含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得するこ
とと、ｅノードＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成するこ
ととを担当する。
【００３７】
　[0047]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅノードＢ６１０
のブロック図である。ダウンリンクでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが
、コントローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、
Ｌ２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、
様々な優先度メトリックに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化お
よび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０
への無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動
作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３８】
　[0048]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（
ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrat
ure phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keyi
ng）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づ
いた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとイン
ターリービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリームに分
割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域お
よび／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆
高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成
されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦ
ＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングさ
れる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を決定する
ために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によっ
て送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次
いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与
えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリ
アを変調する。
【００３９】
　[0049]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
基準信号とは、ｅノードＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタ
レーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、
チャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次い
で、物理チャネル上でｅノードＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号
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を復元するために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで
コントローラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００４０】
　[0050]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するため
に、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリ
と、復号（deciphering）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。
上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデー
タシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６
６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポート
するために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用し
た誤り検出を担当する。
【００４１】
　[0051]アップリンクでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に
上位レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるダウンリンク送信に関して
説明した機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、
パケットのセグメント化および並べ替えと、ｅノードＢ６１０による無線リソース割振り
に基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって
、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅノードＢ６１０へ
のシグナリングとを担当する。
【００４２】
　[0052]ｅノードＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チ
ャネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式
を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８に
よって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個
の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４３】
　[0053]アップリンク送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同
様の方法でｅノードＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞ
れのアンテナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で
変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０
はＬ１レイヤを実装し得る。
【００４４】
　[0054]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。メ
モリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、コントロ
ーラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、ト
ランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復
号と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上
位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５
はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを
使用した誤り検出を担当する。
【００４５】
　[0055]アンテナポート増強によってＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドを増加させること
　[0056]ＬＴＥリリース８、９、および１０では、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
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ＲＳ）オーバーヘッドは低レベルに維持される。すなわち、ＣＳＩ－ＲＳを送信するサブ
フレームの各々において、１つのリソースブロック当たり１つのリソース要素（ＲＥ）が
各ＣＳＩ－ＲＳ構成のためにアンテナポートに関連付けられる。
【００４６】
　[0057]ＬＴＥリリース８、９、および１０のために定義されたＣＳＩ－ＲＳパターンを
図７に示す。図７に示すように、Ｘ軸は時間を指定し、Ｙ軸は周波数を指定する。各ブロ
ックは１つのリソース要素に対応し、ハッチングされたリソース要素はＣＳＩ－ＲＳアン
テナポートに割り振られる。さらに、図７に示すように、ｅノードＢが２つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓアンテナポートを指定するとき、２つのリソース要素がＣＳＩ－ＲＳアンテナポートに
割り振られる。その上、ｅノードＢが４つのＣＳＩ－ＲＳアンテナポートを指定するとき
、４つのリソース要素がＣＳＩ－ＲＳアンテナポートに割り振られ、ｅノードＢが８つの
ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートを指定するとき、８つのリソース要素がＣＳＩ－ＲＳアンテ
ナポートに割り振られる。
【００４７】
　[0058]従来のＬＴＥシステムのＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドは、いくつかのシナリオで
は望ましくないことがある。たとえば、ＣＳＩ－ＲＳ干渉消去（interference cancellat
ion）（ＣＳＩ－ＲＳ－ＩＣ）を実行するとき、ＵＥは干渉物（interferer）からフェー
ジングチャネルの推定値を決定し得る。チャネル推定値がしきい値を下回る、すなわち、
正確でない場合、干渉消去の性能は減少し得る。従来のＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドは、
信頼できるＣＳＩ－ＲＳ干渉消去を行うためのしきい値を下回るチャネル推定値をもたら
す。
【００４８】
　[0059]さらに、干渉共分散行列（interference covariance matrix）の信頼できるチャ
ネル推定は、典型的なチャネル推定のために指定される平均化と比較して、より大きい量
のＣＳＩ－ＲＳ平均化を指定する。したがって、従来のＬＴＥシステムにおいて各スロッ
トのためのＣＳＩ－ＲＳに割り振られるリソース要素の数は、信頼できるチャネル推定値
を与えるには十分でないことがある。したがって、チャネル推定を改善するために、増加
したオーバーヘッドをもつＣＳＩ－ＲＳ構成をＵＥに与えることが望ましい。
【００４９】
　[0060]一般に、各ＣＳＩ－ＲＳ構成のためのリソース要素の数は、ｅノードＢによって
指定されたＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数に依存する。ｅノードＢによって指定された
アンテナポートの数は、物理アンテナの数および／またはＣＲＳアンテナポートの数とは
異なり得る。本開示の一態様によれば、ｅノードＢは、利用可能なＣＳＩ－ＲＳリソース
要素を増加させるために、宣言されたＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数を増加させ得る。
【００５０】
　[0061]本開示の一態様では、ｅノードＢは、宣言されたＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの
数が物理アンテナの数よりも大きくなるように複数のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートを宣言
し得る。たとえば、ｅノードＢは、ＬＴＥリリース１０仕様によるアンテナポートの最大
数である８つのＣＳＩ－ＲＳアンテナポートを宣言し得る。この例では、ＬＴＥ規格によ
るＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの最大数を宣言することの結果として、より多くのリソー
ス要素がＣＳＩ－ＲＳのために割り振られ得る。
【００５１】
　[0062]ｅノードＢは、無線リソース制御（ＲＲＣ）信号などの信号を介してＵＥにアン
テナ情報を送信し得る。アンテナ情報は、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数と、チャネル
推定のためにＵＥによって仮定されるべき仮想アンテナポートの数とをＵＥに通知し得る
。仮想アンテナポートは、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの総数に等しいかまたはそれより
も小さいことがある。ＬＴＥリリース１０は、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数を
通知するための情報要素を指定する。したがって、一態様によれば、ＵＥに仮想アンテナ
ポート情報を通知するために追加の情報要素が指定され得る。
【００５２】
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　[0063]ｅノードＢは仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信する。したがって、ｅ
ノードＢとＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートと仮想アンテナポートとの間のマッピン
グに同意する。マッピングは、規格において指定されたルールによって同意され得る。各
仮想アンテナポートに関連するリソース要素は、すべて、同じＣＳＩ－ＲＳ情報を有する
。したがって、ＵＥは、マッピングを使用して、いくつのリソース要素が同一のＣＳＩ－
ＲＳ情報に割り振られるかを決定し得る。すなわち、ＵＥは、リソース要素と仮想アンテ
ナポートとの間の相関関係を決定する。
【００５３】
　[0064]たとえば、ｅノードＢが２つの仮想アンテナポートと８つのＣＳＩ－ＲＳアンテ
ナポートとを指定するとき、第１の仮想アンテナポートは偶数番号のＣＳＩ－ＲＳアンテ
ナポートにマッピングされ得、第２の仮想アンテナポートは奇数番号のＣＳＩ－ＲＳアン
テナポートにマッピングされ得る。ｅノードＢは仮想アンテナポートを介してＣＳＩ－Ｒ
Ｓを送信するので、本例では、ＵＥは、２つの仮想ポートの各々上で４つの同じＣＳＩ－
ＲＳを受信し得る。
【００５４】
　[0065]本開示では、高度ＵＥは、同じ仮想アンテナポートにマッピングされた異なるＣ
ＳＩ－ＲＳアンテナポートに割り振られたリソース要素のジョイント処理（joint proces
sing）によってチャネル推定を実行しおよび／または干渉を測定し得る。１つの仮想ポー
トのすべてのＣＳＩ－ＲＳリソース要素が同一の情報を搬送するので、ＵＥは、リソース
要素のすべてを使用して、チャネル推定および／または干渉測定の信頼性を高め得る。ジ
ョイント処理は、リソース要素を平均化すること、あるいは周波数分解能および／または
時間分解能を増加させることを指すことがある。代替的に、ジョイント処理は、チャネル
推定および／または干渉推定を実行するために複数のリソース要素を処理するための統計
的機能を指すこともある。ＣＲＳ－ＩＣを可能にするために、増加した処理利得が指定さ
れるので、周波数分解能または時間分解能の増加は限定され得る。
【００５５】
　[0066]ＣＳＩ評価がＣＳＩ－ＲＳに基づくとき、ＵＥは、アンテナの数が仮想アンテナ
ポートの数に等しいと仮定する。さらに、ＣＳＩは、仮想アンテナポートの数に関連する
、コードブックに基づくプリコーディング行列インデックス（ＰＭＩ：pre-coding matri
x index）を含み得る。
【００５６】
　[0067]レガシーＵＥも同じＣＳＩ－ＲＳリソースを使用し得る。さらに、ｅノードＢは
、レガシーＵＥに異なる構成をシグナリングし得る。場合によっては、レガシーＵＥは、
ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートのための構成と、ミューティングパターンのための別の構成
とを受信し得る。一例として、ｅノードＢは、２つの仮想アンテナポートと８つのＣＳＩ
－ＲＳアンテナポートとを指定し得る。この例では、レガシーＵＥは、２つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓポートと、重複する８つのＣＳＩ－ＲＳミューティングパターンとのためのシグナリン
グを受信し得る。ミューティングパターンはＣＳＩ－ＲＳポートに基づく。したがって、
レガシーＵＥは、２つのＣＳＩ－ＲＳポートに基づいてチャネル推定を実行し得る。さら
に、レガシーＵＥは、チャネル推定のためにリソース要素平均化または拡張干渉推定を使
用しないことがある。
【００５７】
　[0068]ＣＳＩ－ＲＳは送信モード９に主に関連するが、本開示の態様はまた、送信モー
ド１、２、３、４、５、６、７、および８で構成されるとともに、チャネル推定のために
ＣＳＩ－ＲＳを使用し、および／または干渉推定のためにＣＳＩ－ＲＳリソースを使用す
るようにも構成されたＵＥのために企図される。ＬＴＥリリース８、９、および１０は、
送信モード１、２、３、４、５、６、７、８が、ＣＲＳベースのチャネル推定および／ま
たは干渉推定を使用することを規定していることに留意されたい。したがって、本開示の
態様は従来のＬＴＥシステムに適合しないことがある。
【００５８】
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　[0069]図８Ａに、アンテナポート増強によってＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドを増加させ
るための方法８００を示す。ブロック８０２において、基地局は、複数のリソース要素（
ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数をシグナリングする。基地局は、ブロッ
ク８０４において、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングし、第２の数は第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい。さらに、基地局は、ブロック８０６において、各
仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信し、ＣＳＩ－ＲＳは当該複数のＲＥの少なく
とも一部分にマッピングされる。
【００５９】
　[0070]図８Ｂに、アンテナポート増強によってＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドを増加させ
るための方法８０１を示す。ブロック８０８において、移動局は、複数のリソース要素（
ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信する。移動局は、ブロック８１０
において、仮想アンテナポートの第２の数を受信し、第２の数は第１の数よりも小さいか
またはそれに等しい。さらに、移動局は、ブロック８１２において、各仮想アンテナポー
ト上でＣＳＩ－ＲＳを受信し、ＣＳＩ－ＲＳは当該複数のＲＥの少なくとも一部分にマッ
ピングする。
【００６０】
　[0071]一構成では、ｅノードＢ６１０は、ワイヤレス通信のために構成され、シグナリ
ングする手段と送信する手段とを含む。一態様では、シグナリング手段および送信手段は
、シグナリング手段および送信手段によって具陳された機能を実行するように構成された
、コントローラ／プロセッサ６７５、送信プロセッサ６１６、変調器６１８、およびアン
テナ６２０であり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機
能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任意の装置であり得る。
【００６１】
　[0072]一構成では、ＵＥ６５０は、ワイヤレス通信のために構成され、受信する手段を
含む。一態様では、受信手段は、受信手段によって具陳された機能を実行するように構成
された、コントローラ／プロセッサ６５９、メモリ６６０、受信プロセッサ６５６、変調
器６５４、アンテナ６５２であり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によっ
て具陳された機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任意の装置であり
得る。
【００６２】
　[0073]図９は、例示的な装置９００中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータ
フローを示す概念データフロー図である。装置９００は、ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第１の数をシグナリングするマッピングモジュール９０２を含む。マッピングモジ
ュール９０２はまた、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングし、第２の数は第１
の数よりも小さいかまたはそれに等しい。マッピングモジュール９０２は、送信モジュー
ル９０８を介して信号を送信する。送信モジュール９０８は、信号９１２を介してマッピ
ングモジュールからの信号を送信し得る。送信モジュール９０８は、さらに、信号９１２
を介して各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信し得る。本装置は、上述のフロー
チャート図８Ａ中のアルゴリズムのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得
る。したがって、上述のフローチャート図８Ａ中の各ステップは１つのモジュールによっ
て実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それ
らのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つ
または複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行
するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のために
コンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００６３】
　[0074]図１０は、処理システム１０１４を採用する装置１０００のためのハードウェア
実装形態の一例を示す図である。処理システム１０１４は、バス１０２４によって概略的
に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１０２４は、処理システム１
０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよび
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ブリッジを含み得る。バス１０２４は、プロセッサ１０２２によって表される１つまたは
複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１００２、１０
０４、１００６と、コンピュータ可読媒体１０２６とを含む様々な回路を互いにリンクす
る。バス１０２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回
路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知ら
れており、したがって、これ以上説明しない。
【００６４】
　[0075]本装置は、トランシーバ１０３０に結合された処理システム１０１４を含む。ト
ランシーバ１０３０は、１つまたは複数のアンテナ１０２０に結合される。トランシーバ
１０３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理システ
ム１０１４は、コンピュータ可読媒体１０２６に結合されたプロセッサ１０２２を含む。
プロセッサ１０２２は、コンピュータ可読媒体１０２６に記憶されたソフトウェアの実行
を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１０２２によって実行され
たとき、処理システム１０１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能を
実行させる。コンピュータ可読媒体１０２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロ
セッサ１０２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００６５】
　[0076]処理システム１０１４は、ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数をシグ
ナリングするためのシグナリングモジュール１００２を含む。シグナリングモジュール１
００２はまた、仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングし、第２の数は第１の数よ
りも小さいかまたはそれに等しい。処理システム１０１４は、各仮想アンテナポート上で
ＣＳＩ－ＲＳを送信するための送信モジュール１００４をも含む。それらのモジュールは
、プロセッサ１０２２中で動作し、コンピュータ可読媒体１０２６中に常駐する／記憶さ
れた、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１０２２に結合された１つまたは複
数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理
システム１０１４は、ｅノードＢ６１０の構成要素であり得、メモリ６７６および／また
はコントローラ／プロセッサ６７５を含み得る。
【００６６】
　[0077]図１１は、処理システム１１１４を採用する装置１１００のためのハードウェア
実装形態の一例を示す図である。処理システム１１１４は、バス１１２４によって概略的
に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１１２４は、処理システム１
１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよび
ブリッジを含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１２２によって表される１つまたは
複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１１０２、１１
０４、１１０６と、コンピュータ可読媒体１１２６とを含む様々な回路を互いにリンクす
る。バス１１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回
路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知ら
れており、したがって、これ以上説明しない。
【００６７】
　[0078]本装置は、トランシーバ１１３０に結合された処理システム１１１４を含む。ト
ランシーバ１１３０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トランシーバ
１１３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理システ
ム１１１４は、コンピュータ可読媒体１１２６に結合されたプロセッサ１１２２を含む。
プロセッサ１１２２は、コンピュータ可読媒体１１２６に記憶されたソフトウェアの実行
を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１１２２によって実行され
たとき、処理システム１１１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能を
実行させる。コンピュータ可読媒体１１２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロ
セッサ１１２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００６８】
　[0079]処理システム１１１４は、ＲＥに対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信
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するための受信モジュール１１０２を含む。シグナリングモジュール１１０２はまた、仮
想アンテナポートの第２の数を受信し、第２の数は第１の数よりも小さいかまたはそれに
等しい。シグナリングモジュール１１０２はまた、各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－Ｒ
Ｓを受信する。それらのモジュールは、プロセッサ１１２２中で動作し、コンピュータ可
読媒体１１２６中に常駐する／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ１１２２に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。処理システム１１１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり
得、メモリ６６０および／またはコントローラ／プロセッサ６５９を含み得る。
【００６９】
　[0080]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウ
ェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロッ
ク、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関して
説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装す
るかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業者は
、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定
は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００７０】
　[0081]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【００７１】
　[0082]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、
レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で
知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッ
サが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロ
セッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサ
および記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替
として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【００７２】
　[0083]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定では
なく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
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Ｄ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ス
トレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段
を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用も
しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）
、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディス
ク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、
データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。
上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７３】
　[0084]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らか
となり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングすることと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングすることと、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２］
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いてレガシーユーザ機器（ＵＥ）を構
成することと、
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに一致するミューティング（muting）パターンを用
いて前記レガシーＵＥを構成することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数の仮想アンテナポートとの間のマッピ
ングについての情報をシグナリングすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　送信モード１、２、３、４、５、６、７および／または８において前記第１の数のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートを用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成することをさらに備える、Ｃ１に記載
の方法。
　［Ｃ７］
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　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信することと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳが前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ８］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推定および／または干渉測定を実行す
ること、をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記チャネル推定および／または前記干渉測定に少なくとも部分的に基づいてチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を評価することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記ＣＳＩは、送信モード１、２、３、４、５、６、７、および／または８において前
記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングする手段と、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングする手段と、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信する手段と、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１３］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信する手段と、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信する手段と、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信する手段と、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記Ｒ
Ｅの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１４］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングするためのプログラムコードと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするためのプログラムコードと、前記第
２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信するためのプログラムコードと、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳは前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ１５］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
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　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信するためのプログラムコードと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信するためのプログラムコードと、前記第２の数は
前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信するためのプログラムコードと、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳは前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ１６］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングすることと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングすることと、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記Ｒ
Ｅの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いてレガシーユーザ機器（ＵＥ）を構
成することと、
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに一致するミューティング（muting）パターンを用
いて前記レガシーＵＥを構成することと、
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数
の仮想アンテナポートとの間のマッピングについての情報をシグナリングするようにさら
に構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、送信モード１、２、３、４、５、６、７および／
または８において前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成
するようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信することと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳが前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
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　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信したＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推
定および／または干渉測定を実行するようにさらに構成された、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、Ｃ２３に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定および／または前記干渉測定に
少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を評価するようにさらに構成さ
れた、Ｃ２３に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記ＣＳＩは、送信モード１、２、３、４、５、６、７、および／または８において前
記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、Ｃ２５に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８Ｂ】 【図９】
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